小郡市学校財務事務取扱要綱　　
（趣旨）

第１条　この要綱は、小郡市立小学校及び中学校（以下「学校」という。）における財務事務の適正かつ効果的な執行を図るため、小郡市立小・中学校の管理規則（昭和５１年小郡市教育委員会規則第６０号。以下「規則」という。）第２５条の規定に基づき、学校に配当された予算（以下「配当予算」という。）の執行について必要な事項を定めるものとする。

（予算）

第２条　校長は、配当予算について、執行計画を策定し、教職員に周知するものとする。

（予算委員会）

第３条　校長は、規則第２４条第１項の規定により予算委員会を設置し、これを総括する。

２　予算委員会の運営に関する庶務は、財務を担当する事務職員（以下「財務事務担当者」という。）が処理する。

（予算の執行）
第４条　学校における予算の執行は、校長が総括し、財務事務担当者が補助するものとする。
２　財務事務担当者は、配当予算の執行状況について、適宜校長に報告しなければならない。
３　校長は、配当予算の執行状況について常に把握しておかねばならない。
（決算）

第５条　校長は、配当予算に係る決算を教職員に周知しなければならない。

２　財務事務担当者は、毎会計年度終了後、配当予算に係る決算に関する事務を行う。

（物品管理）

第６条　校長は、学校における物品を適正に管理しなければならない。

２　財務事務担当者は、物品の取扱いに関する事務を行う。

（学校納入金）
第７条　規則第２６条第１項に規定する学校納入金の執行については、この要綱に定めるところに準じて適正かつ効果的に取り扱わなければならない。

（補則）

第８条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育長が別に定める。

附　則

この要綱は、平成１９年１２月１日から施行する。

